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大雨による災害を想定した防災訓練

☆ 審議された案件と議決結果	 8
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9 月定例会で審議された案件と議決結果

（議案）

・専決処分（一般会計補正予算（第２号））

・徳之島町会計年度任用職員の給与及び費用弁償に関する条例の制定

・徳之島町地産地消及び食育の推進に関する条例の制定

・徳之島町職員の給与に関する条例の一部を改正する条例

・徳之島町税条例の一部を改正する条例の一部を改正する条例

・徳之島町立学校設置条例の一部を改正する条例

・令和元年度一般会計補正予算（第３号）

・令和元年度簡易水道事業特別会計補正予算（第２号）

・令和元年度国民健康保険事業特別会計補正予算（第２号）

・令和元年度農業排水事業特別会計補正予算（第１号）

・令和元年度介護保険事業特別会計補正予算（第２号）

・令和元年度公共下水道事業特別会計補正予算（第１号）

・令和元年度後期高齢者医療特別会計補正予算（第１号）

・令和元年度水道事業会計補正予算（第２号）

・平成 30 年度一般会計歳入歳出決算の認定

・平成 30 年度簡易水道事業特別会計歳入歳出決算の認定

・平成 30 年度国民健康保険事業特別会計歳入歳出決算の認定

・平成 30 年度農業集落排水事業特別会計歳入歳出決算の認定

・平成 30 年度介護保険事業特別会計歳入歳出決算の認定

・平成 30 年度公共下水道事業特別会計歳入歳出決算の認定

・平成 30 年度後期高齢者医療特別会計歳入歳出決算の認定

・平成 30 年度水道事業会計歳入歳出決算の認定

（報告）

・平成 30 年度健全化判断比率

・平成 30 年度資金不足比率

（諮問）

・人権擁護委員候補者の推薦（宮之原順子氏）

（発議）

・新たな過疎対策法の制定に関する議会意見書の提出

・『含みつ糖（黒糖）』用サトウキビに対する甘味資源作物交付金制度の創設についての請願に

関する意見書

・さとうきびハーベスタ利用助成金の創設、又は、さとうきび価格の引き上げについての請願

に関する意見書

案　　　　件

承 認

原 案 可 決

原 案 可 決

原 案 可 決

原 案 可 決

原 案 可 決

原 案 可 決

原 案 可 決

原 案 可 決

原 案 可 決

原 案 可 決

原 案 可 決

原 案 可 決

原 案 可 決

認 定

認 定

認 定

認 定

認 定

認 定

認 定

認 定

適 任

原 案 可 決

原 案 可 決

原 案 可 決

議決結果
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新
庁
舎
設
置
場
所
が
、

「
町
耐
震
改
修
促
進
計

画
」
に
「
ゆ
れ
や
す
さ
が
最
も

高
い
」
と
さ
れ
て
い
る
地
域
の

海
抜
４
ｍ
で
海
岸
か
ら
50
㍍
の

現
在
地
で
問
題
な
い
か
、
防
災

の
専
門
家
の
意
見
を
聞
い
た

か
。
徳
和
瀬
や
諸
田
あ
た
り
は

地
盤
が
強
固
。
高
台
移
転
は
町

民
を
助
け
る
こ
と
だ
。

向
井
企
画
課
長

防
災
の
専
門
家
の
意
見

は
取
り
入
れ
て
い
な
い
。
な
ぜ

な
ら
新
庁
舎
は
、
建
築
構
造
な

ど
一
番
高
い
目
標
を
設
定
し
、

防
災
に
つ
い
て
の
検
討
を
し
っ

か
り
お
こ
な
っ
て
い
る
。  

た

だ
、
職
員
研
修
や
、
町
一
斉
の

避
難
訓
練
等
に
は
※
防
災
ア
ド

バ
イ
ザ
ー
を
活
用
し
て
い
き
た

い
。

幸
野
副
町
長

庁
舎
建
設
検
討
委
員
会

及
び
事
務
局
に
は
防
災
の
勉
強

を
し
た
専
門
の
建
築
士
が
５
名

も
い
る
。
防
災
ア
ド
バ
イ
ザ
ー

は
避
難
訓
練
や
職
員
研
修
で
招

聘
・
指
導
を
受
け
て
津
波
又
は

地
震
・
台
風
等
の
災
害
に
対
応

し
た
い
。

※
防
災
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
と
は
災

害
に
強
い
ま
ち
づ
く
り
を
目
指

し
、
地
域
の
防
災
力
向
上
と
減

災
の
た
め
に
活
動
し
自
治
会
や

自
主
防
災
組
織
及
び
避
難
所
運

営
委
員
会
な
ど
に
対
し
助
言
や

運
営
の
協
力
を
行
っ
て
い
く
人

達
の
こ
と
。

介
護
保
険
の
要
介
護
認

定
を
受
け
た
方
で
、
障

害
・
認
知
症
高
齢
者
が
「
障
害

者
控
除
対
象
者
認
定
書
」
を
交

付
さ
れ
る
と
、
所
得
税
法
の
障

害
者
控
除
対
象
と
な
る
。
認
定

書
の
有
無
で
税
額
に
大
き
な
差

が
出
る
。
高
齢
者
の
経
済
的
負

担
軽
減
の
た
め
こ
の
制
度
の
周

知
を
図
る
事
を
求
め
る
。

豊
島
介
護
福
祉
課
長

現
在
、
本
制
度
の
認
定

を
受
け
て
い
る
方
は
い
な
い
。

高
齢
の
方
で
も
障
が
い
者
手

帳
、
精
神
障
害
者
福
祉
手
帳
の

交
付
を
し
て
い
る
。
今
後
、
障

害
者
控
除
対
象
者
認
定
制
度
に

つ
い
て
は
、
広
報
等
で
町
民
の

皆
様
に
お
知
ら
せ
し
た
い
。

子
ど
も
が
多
い
世
帯
ほ

ど
保
険
料
が
高
く
な
り
、

ゼ
ロ
歳
児
に
も
か
か
る
国
保
の

均
等
割
は
子
育
て
世
代
に
大
き

な
負
担
。
全
国
で
は
、
全
額
・

一
部
免
除
が
25
自
治
体
あ
る
。

子
育
て
支
援
策
と
し
て
子
ど
も

の
均
等
割
を
全
額
免
除
ま
た
は

減
額
免
除
の
実
施
を
提
案
す

る
。

高
岡
町
長

国
保
税
に
つ
い
て
は
、

社
会
保
険
等
と
は
違
い
全
額
個

人
負
担
と
な
る
た
め
、
税
負
担

は
大
き
く
町
と
し
て
は
、
こ

れ
以
上
の
国
保
税
の
増
額
は
極

力
避
け
た
い
。
よ
っ
て
医
療
費

の
抑
制
に
努
め
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
と
考
え
る
。
今
後
は
、
国

庫
負
担
金
等
の
増
額
を
要
望
す

る
こ
と
が
、
結
果
的
に
子
や
孫

に
対
し
て
持
続
可
能
な
医
療
制

度
へ
と
結
び
つ
く
も
の
と
考
え

る
。
し
た
が
っ
て
均
等
割
廃
止

に
つ
い
て
は
厳
し
い
。

そ
の
他
の
質
問

○
会
計
年
度
任
用
職
員
制
度
に

　

つ
い
て

○
高
齢
者
の
負
担
軽
減
に
つ
い

　

て
○
幼
児
教
育
無
償
化
に
つ
い
て

９月定例会には、３人の議員が登壇
し、会計年度任用職員制度及び障がい者
支援、高齢者支援、子育て支援、教育環
境、町政、新庁舎建設など町政全般にわ
たり執行部の考えをただしました。質問
と答弁の要旨は次のとおりです。

国
保
の
均
等
割
廃
止

は
厳
し
い

答

防
災
の
専
門
家
の

　
　
意
見
は
聞
い
た
か

幸
　
千
恵
子
　
議
員

問

答 広
報
等
で
お
知
ら
せ

問 「
国
保
の
均
等
割
」
廃

止
で
子
育
て
支
援
を

防
災
ア
ド
バ
イ
ザ
ー

の
活
用

答

防
災
知
識
の
あ
る

建
築
士
が
５
名

答

問 「
障
害
者
控
除
対

象
者
認
定
制
度
」

で
負
担
軽
減
を

「徳之島町耐震改修促進計画」
のゆれやすさマップ

定例会の様子を
インターネットでご覧いただけます。

徳之島町公式ウェブサイト「議会中継（https://www.tokunoshima-
town.org/gikaijimukyoku/chose/gikai/chuke.html）」にアクセスして
ご覧ください。（※インターネット回線の状況により繋がりにくい場
合があります。）
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母
間
新
港
や
山
漁
港
で

は
公
衆
ト
イ
レ
が
設
置

さ
れ
て
い
る
が
亀
津
新
漁
港
に

は
な
い
。
大
き
な
イ
ベ
ン
ト
等

ま
た
、
仕
事
中
の
方
や
観
光
客

な
ど
が
利
用
し
や
す
い
公
衆
ト

イ
レ
の
設
置
が
で
き
な
い
か
。

高
城
農
林
水
産
課
長

亀
津
新
漁
港
へ
の
ト
イ

レ
設
置
は
、
漁
業
者
等
の
就
労

環
境
改
善
と
漁
港
機
能
の
増
進

を
目
的
と
す
る
事
業
が
中
心

で
、
イ
ベ
ン
ト
等
の
目
的
外
と

な
る
と
、
非
常
に
難
し
い
の
が

現
状
。
今
後
は
、
町
単
独
に
よ

る
設
置
も
含
め
、各
課
と
協
議
、

検
討
し
た
い
。

食
べ
ら
れ
る
の
に
廃
棄

さ
れ
る
食
品
は
日
本
人

一
人
あ
た
り
毎
日
お
茶
碗
一
杯

分
に
な
る
。
食
品
ロ
ス
を
減
ら

す
こ
と
は
、生
ご
み
を
減
ら
し
、

消
費
者
の
無
駄
な
支
出
を
減
ら

す
こ
と
に
つ
な
が
る
。
懇
親
会

等
で
食
べ
残
し
を
防
ぐ
た
め
の

※
３
０
１
０
運
動
を
推
進
で
き

な
い
か
。

幸
野
副
町
長

４
年
前
か
ら
役
場
や
商

工
会
が
主
催
す
る
懇
親
会
で
は

実
施
し
て
い
る
。
先
日
県
合
庁

や
徳
之
島
警
察
署
の
管
理
職
の

み
な
さ
ん
と
３
０
１
０
運
動
を

実
践
し
た
。
今
後
は
、
こ
の
運

動
を
定
着
さ
せ
て
い
き
た
い
。

※
３
０
１
０
運
動
と
は
食
品
ロ

ス
を
減
ら
す
た
め
の
運
動
で
、

「
宴
会
の
開
始
か
ら
30
分
と
、

閉
宴
10
分
前
に
は
席
に
座
っ
て

食
事
を
楽
し
み
ま
し
ょ
う
」
と

い
う
も
の
。

徳
之
島
も
生
活
の
中
で

車
が
欠
か
せ
な
い
高
齢

者
が
多
い
。
高
齢
者
の
免
許
返

納
を
進
め
る
に
は
地
域
に
お
け

る
移
動
手
段
の
確
保
も
重
要
。

細
か
な
所
ま
で
循
環
で
き
る
バ

ス
（
ワ
ゴ
ン
車
や
乗
り
合
い
タ

ク
シ
ー
等
）
を
亀
津
・
亀
徳
等

に
運
行
で
き
な
い
か
。

向
井
企
画
課
長

平
成
７
年
に
亀
津
～
亀

徳
間
の
循
環
バ
ス
の
運
行
が

あ
っ
た
よ
う
で
あ
る
。し
か
し
、

利
用
者
の
減
少
な
ど
に
よ
り
約

２
年
半
で
運
行
廃
止
と
な
っ
て

い
る
。
現
在
運
行
の
デ
マ
ン
ド

バ
ス
の
利
用
な
ど
、
関
係
機
関

で
協
議
し
て
い
き
た
い
と
考
え

る
。

そ
の
他
の
質
問

○
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
（
持
続
可
能
な

　

開
発
目
標
）
に
つ
い
て

○
福
祉
行
政
に
つ
い
て

役
場
の
建
て
替
え
は
、

実
際
の
金
額
は
ど
の
く

ら
い
に
な
る
か
。

向
井
企
画
課
長

庁
舎
本
体
以
外
に
、
消

防
訓
練
棟
の
解
体
・
撤
去
、
旧

庁
舎
解
体
・
撤
去
、
駐
車
場
整

備
な
ど
、
少
な
く
と
も
20
億
円

程
度
を
見
積
も
っ
て
い
る
。

全
国
的
に
み
て
も
、
中
・

高
生
ま
で
90
㌫
が
医
療

費
助
成
を
行
っ
て
い
る
。
県
下

で
も
徳
之
島
町
だ
け
が
実
施
し

て
い
な
い
。
医
療
費
助
成
は
で

き
な
い
か
。

 

又
町
長
は
教
育
に
力
を
入
れ

る
と
い
つ
も
答
弁
し
て
い
る

が
、
教
育
環
境
を
よ
く
す
る
た

め
、
学
校
へ
ク
ー
ラ
ー
設
置
は

で
き
な
い
か
。

高
岡
町
長

国
保
会
計
は
、
現
在
鹿

児
島
県
が
事
業
主
体
と
な
っ
て

い
る
。
徳
之
島
町
で
は
、
一
人

当
た
り
の
医
療
費
は
低
い
状

況
。
そ
れ
で
も
、
一
般
会
計
か

ら
法
定
外
繰
入
金
は
一
億
以
上

の
繰
り
入
れ
を
行
っ
て
い
た
。

そ
れ
を
保
険
税
に
直
す
と
一
人

当
た
り
３
万
円
の
増
額
を
し
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
。
近
い
将
来

問 ３
０
１
０
運
動

の
推
進
を

役
場
や
商
工
会
で

は
実
施
し
て
い
る

答

状
況
調
査
の
上
、

今
後
検
討

答

問 亀
津
・
亀
徳
に

循
環
バ
ス
を

答 関
係
機
関
で
協
議

国
保
税
の
増
額
に
つ
な

が
る
政
策
は
し
な
い

答

亀
津
新
漁
港
に

　
　
ト
イ
レ
設
置
を

宮
之
原
　
順
子
　
議
員

問

役
場
建
て
替
え
の
金
額
は

勇
元
　
勝
雄
　
議
員

問庁
舎
本
体
以
外
も

含
め
20
億
円
程
度

答

問 子
育
て
支
援
も

教
育
並
み
に

亀津新漁港

高台の土地（亀津字江籠）
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鹿
児
島
県
一
律
の
国
保
税
と
な

る
可
能
性
が
あ
る
。
そ
れ
に

備
え
徳
之
島
町
と
し
て
の
ス
タ

ン
ス
を
し
っ
か
り
伝
え
て
い
こ

う
と
考
え
て
い
る
。
こ
れ
以
上

の
国
保
税
の
増
額
に
つ
な
が
る

よ
う
な
施
策
は
と
る
べ
き
で
な

い
。
健
康
づ
く
り
に
つ
な
が
る

施
策
を
支
援
し
て
い
き
た
い
。

ク
ー
ラ
ー
設
置
に
つ
い
て
は
、

以
前
木
原
議
員
か
ら
も
要
望
が

あ
り
設
置
に
む
け
て
検
討
し
て

い
る
。現

在
の
町
政
は
町
民
に

寄
り
そ
っ
た
町
政
を

行
っ
て
い
る
と
思
う
の
か
。
こ

の
よ
う
な
質
問
を
し
た
の
は
町

民
の
町
政
に
対
す
る
不
平
不
満

を
多
く
耳
に
す
る
か
ら
だ
。
各

課
長
に
現
在
の
町
政
を
ど
の
よ

う
に
考
え
る
か
。

向
井
企
画
課
長

全
体
的
に
み
て
、
そ
れ
ぞ

れ
の
課
に
お
い
て
町
民
の
要
望

に
応
え
る
た
め
、
素
早
く
対
応

し
、
町
民
に
寄
り
そ
っ
た
仕
事

を
し
て
い
る
。

問 町
民
に
寄
り

そ
っ
た
町
政
を

次回の定例会は 12 月です
皆さんで議会を傍聴してみませんか。

　手続きは簡単で、傍聴席入口の受付名簿に住所・氏名を記入していただくだけです。
詳しくは議会事務局までお問い合わせください。
☎８２－１１１１（内線 331 番）

各
課
長
は
町
民
に
寄

り
そ
っ
た
町
政
を
進

め
て
い
る

答

７
月
１
日
に
、
広
島
県
庄
原
市

議
会
か
ら
３
名
、
北
海
道
帯
広
市

議
会
か
ら
11
名
が
訪
れ
、
本
町
の

施
策
・
事
業
（
子
育
て
支
援
事
業
、

小
規
模
校
合
同
授
業
に
よ
る
複
式

指
導
の
充
実
、
安
心
し
て
妊
娠
・

出
産
・
子
育
て
が
で
き
る
環
境
づ

く
り
、
農
業
施
策
）
に
つ
い
て
視

察
さ
れ
ま
し
た
。

行
政
視
察
受
け
入
れ

議会活動 スナップ

亀徳保育園の園児が議会を訪問鹿児島市での市町村議会広報研修会

全島一斉ボランティア清掃に参加
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６
月

15
日　

第
31
回
ふ
る
さ
と
を
興
す
大
島
地
区
地
域
女
性

連
学
習
大
会

16
日　

 

「
な
ぜ
注
目
さ
れ
る
の
？
徳
之
島
の
あ
た
り
ま

え
」
～
こ
れ
か
ら
の
生
活
・
住
居
・
福
祉
の
変

化
と
関
わ
り
方
～

17
日　

平
成
31
年
度
徳
之
島
地
区
防
犯
組
合
連
絡
協
議

会
総
会

18
日　

徳
之
島
三
ヵ
町
議
会
議
員
連
絡
協
議
会
（
第
１

回
奉
仕
作
業
）

21
日　

第
２
回
議
会
だ
よ
り
編
集
委
員
会

23
日　

第
32
回
２
０
１
９
ト
ラ
イ
ア
ス
ロ
ン
in
徳
之
島

大
会

25
日　

森
林
組
合
理
事
会

25
日　

静
岡
県
御
殿
場
市
議
員
行
政
視
察

30
日　

第
34
回
徳
之
島
町
島
口
・
島
唄
の 

祭
典

７
月

１
日　

北
海
道
帯
広
市
・
広
島
県
床
原
市
議
員
行
政

視
察

９
日　

第
３
回
議
会
だ
よ
り
編
集
委
員
会

11
日　

正
副
議
長
研
修
会
（
鹿
児
島
市
）

18
日　

三
カ
町
議
会
議
員
連
絡
協
議
会
役
員
会

23
日　

奄
美
群
島
さ
と
う
き
び
価
格
対
策
協
議
会
総
会

28
日　

ク
ル
ー
ズ
船
平
土
野
港
寄
港
歓
迎
セ
レ
モ
ニ
ー

31
日　

夏
植
推
進
出
発
式

編
　
集

　
後

　
記

こ
こ
数
年
、
沖
縄
は
も
と
よ
り
奄
美
諸
島
の

各
島
々
や
徳
之
島
を
、
テ
レ
ビ
番
組
の
特
集
な

ど
で
目
に
す
る
こ
と
が
増
え
て
き
て
い
る
。

メ
デ
ィ
ア
各
社
も
、
世
界
自
然
遺
産
登
録
を

目
前
に
控
え
た
島
々
に
注
目
し
て
い
る
事
の
現

れ
で
あ
ろ
う
。

多
く
の
天
然
記
念
物
を
は
じ
め
と
し
た
、
動

物
・
植
物
の
多
様
性
、
固
有
性
の
高
さ
と
い
う

観
点
か
ら
の
自
然
遺
産
登
録
を
目
指
し
て
い
る

訳
だ
が
、
そ
の
一
方
で
、
野
生
イ
ノ
シ
シ
や
野

猫
な
ど
の
害
獣
、
繁
殖
力
の
強
い
ア
メ
リ
カ
ハ

マ
グ
ル
マ
や
ギ
ン
ネ
ム
等
の
外
来
種
植
物
が
蔓

延
し
て
い
る
事
は
大
き
な
課
題
で
あ
る
。

そ
の
ま
ま
放
っ
て
お
け
ば
、
弱
肉
強
食
の
自

然
界
に
お
い
て
動
植
物
の
生
態
系
が
崩
れ
て
し

ま
う
事
は
避
け
ら
れ
な
い
。
自
然
保
護
と
い
う

名
の
現
状
放
置
に
な
ら
ぬ
様
に
考
え
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
。

島
内
各
産
業
界
も
然
り
、
観
光
客
の
増
加
に

伴
う
経
済
の
発
展
の
中
で
、
島
外
か
ら
の
「
外

来
」
に
食
い
つ
ぶ
さ
れ
ぬ
よ
う
、
し
っ
か
り
対

策
を
立
て
、
徳
之
島
独
自
の
「
固
有
性
と
多
様

性
」
を
も
っ
た
未
来
に
誇
れ
る
島
づ
く
り
に
島

民
一
丸
と
な
っ
て
取
り
組
ん
で
い
か
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
。

文
責　
　

植
木　

厚
吉

８
月

１
日   

営
農
セ
ン
タ
ー
開
所
式

３
日   

令
和
元
年
度
ゆ
め
・
と
き
め
き
「
徳
之
島
三
町

高
齢
者
ク
ラ
ブ
役
員
交
流
研
修
会
」

４
日　

第
25
回
母
間
ち
ゅ
っ
き
ゃ
い
節
夏
祭
り
＆
第
２

回
東
天
城
祭
り

８
日　

市
町
村
政
研
修
会
（
鹿
児
島
市
）

11
日　

第
38
回
ど
ん
ど
ん
祭
り

20
日　

令
和
元
年
度
第
２
回
徳
之
島
愛
ラ
ン
ド
ク
リ
ー

ン
セ
ン
タ
ー
施
設
整
備
基
本
構
想
策
定
検
討
委

員
会
及
び
「
み
ん
な
で
考
え
る
ゴ
ミ
処
理
の
明

日
」
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

28
日　

議
会
運
広
報
研
修
会

30
日　

議
会
運
営
委
員
会
（
第
３
回
定
例
会
）

９
月

１
日　

徳
之
島
３
町
郷
友
会

４
日　

第
３
回
定
例
会
開
会

11
日　

第
３
回
定
例
会
閉
会

11
日　

第
１
回
議
会
だ
よ
り
編
集
委
員
会

14
日　

第
46
回
ゆ
め
・
と
き
め
き
徳
之
島
町
ね
ん
り
ん

ス
ポ
ー
ツ
大
会

15
日　

小
・
中
学
校
運
動
会

19
日　

第
４
回
議
会
だ
よ
り
編
集
委
員
会

23
日　

小
学
校
運
動
会
（
母
間
・
花
徳
）

29
日　

小
学
校
運
動
会
（
亀
津
・
亀
徳
）

議
会
の
動
き

議会に対する質問や意見、または議会だよりに対する意見や要望が
ございましたら、議会事務局までご連絡ください。
【徳之島町議会事務局】☎ 82―1111（内線 331 番）


